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法を提案し、その有効性を明らかにしたもので、以下の 6 章から構成されている o
第 1 章では本論文の研究の背景と目的および概要を述べている o
第 2 章では本論文を通じて数値実験で用いる対象建物と外乱の力学的モデルを作成し、外乱が中間階に作用する場
合の振動特性を調べているo









第 5 章では外乱の特性と非線形計画法における手法を利用した QN 制御法を提案するとともに、その制御効果を前























点を積極的に利用した QN 制御法を提案するとともに、既往の LQ 法および離散型最適制御法と比較し QN 制御法
が優れていることを明らかにしている o 特に、この QN 制御法は、フィードパックゲイン行列を、その全要素を互
いに独立な未知変数として非線形計画法の手法 (quasi-Newton 法)により直接求めているため、考え方が明解で
あること、タイムディレイの影響がでないように調整可能であること、外乱の周期性及び外乱の振幅にある程度の
バラツキがある場合も良好な制御効果が得られること、なと、の特徴について述べている o
以上のように本論文は、建物の中間階に人為的あるいは機械的な加振力が働いている場合を対象とした実用的で効
率の良い制振システムを提案し、その有効性を数値実験により検証したもので、建築構造学や建築動力学の発展に寄
与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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